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113　　　　 血 中 HCG 値測定 に よ る ， 体外 受精

妊娠例 の 超 早期 予後 判定法 に 関 す る 検討

114　　　　 ヒ ト卵管粘膜上 皮細胞お よび卵管粘

液中 に存在 する 肺表 面活性物質様 リ ン 脂質 とそ の

作用 に つ い て
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［目 的 ］体外受精 ・ 胚移 植法（IVF − ET ）に よ る 妊

娠 成立 の 判定 を 血 中HCG 値 の 迅速 測定 法 に て 早期

に 行 い ， か つ そ の 妊娠 例 の 予 後 の 判定 も同 時 に 行

う こ と を 目的 と し た ． ［方 法 ］ 当 院 に て 施 行 した

体 外受精 症例 52 例 に 関 し ， 採 卵 日 よ り 14 日 目に

Stratusを 用 い た RPIA 法 に て 血 中 HCG 値 を 測定

し，妊娠 の 成 立 した 14 例 に 関 し ， そ の 血 中 HCG

値 と 妊 娠 の 予 後 に 関 し 検討 を 行 っ た ．　［成 績」 正

常 に 妊娠 が 経 過した 8 症 例 の 血中 HCG 値 に 関 し て

は ，34，125，143，149，216，233，317，363mIU／皿1

で，100mlU ／ml 未満 の 症 例 は ，34m　IUImlの 1 例 の

み で あ っ た ．また ， 妊娠例 14例中 13例が HMG 単

独 に て ， 排卵誘発を 行 っ て お り， こ の 1 例 の み が

ブ セ レ リ ン を 併用 した 症 例 で あ っ た．300mlU ／ml 未

満 の 6症 例 は ，す べ て 単 胎 で あ っ た ．300mlU ／ml を

越 え た 2 例 は どち ら も多 胎 で ， 317mlU ／ml の 症 例

は 双 胎 ， 363mIU／ml の 症例 は ， 四 胎 で あ っ た ．14

例 中 4例 が 流産例 で ，血 中 HCG 値 は そ れ ぞ れ ，13，

23，47，47mlU ／ml と低 値 で あ っ た ．また，2 例 は

子宮 外妊 娠 で ，血 中 HCG 値 は 35 と 40mIU ／ml で ，

両症 例 とも超 音 波法 に て 胎 児 の エ コ
ー

を認 め た ．

よっ て ，正 常 に 妊 娠が 経過 し な か っ た 6 症 例 は ，

す べ て 50mlU 〆m1 未満 で あ っ た ． ［結論 ］ ブ セ レ リ

ン 使用 例 の 1 例 を 例外 と して ， 血 中 HCG 値 が 100

mlUfml 以上 の 症 例 は ， すべ て 正常 に 妊 娠 が 経 過 し ，

50mlU ／皿1未満 の 症 例 は ，流産 ま た は 子 宮外 妊娠 で

あ っ た ．さ ら に 症例数 を重ね る 必 要 が あ る が ，本

研究 に よ り，体 外受精 ・胚 移植法 の 妊 娠例 で ，採

卵 後 14 日 目 と い う極 め て 早 期 に ，血 中 HCG 値 の

測定 正 回 の み で ， そ の 妊娠 の 経過 の 予後を ほ とん

ど 正 確 に 予 測 で き る とい う可能 性 が 示唆 さ れ た ．

【目的 】 ヒ ト卵管粘膜上 皮お よび卵管粘液中に 存

在す る肺表面活性物質様 リ ン 脂質（SP ）の 生 殖生

理 に 果す役割を解明す る こ とを 目的 と した 。 【方

法 】卵管粘膜上 皮細胞内な らび に 卵管 内腟 に 存在

す る SP をグ ル タール
，

パ ラ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド，

タ ン ニ ン 酸の 3 種 混合液を用 い て 摘出卵管を固定 ，

透過電顕 に て観察 した 。 蛍光染色に は ， phosphin

E 染色に よ る特異染色を行 っ た 。 卵管 内洗浄液の

リ ン 脂質の 測定に は ， イ ア ト 卩 ス キ ャ ン に よる薄

層 ク ロ マ トな らび に肺 サ ーフ ァ ク タ ン トの 分 離精

製法 に 従 っ て リ ン 脂質を分析 し た。 また SP の 精

子へ の 尖端反応に及ぼす影響を形態学的に検討 し

た 。 【成 績 】透過電顕所見で は ， 排卵期を中 心 に

卵管 内腟な らび に 卵管粘膜線毛 細胞 と分泌細胞 の

細胞 質表層域 に ゴ ル ジ域で 合成生成 され る と思わ

れ る高電子密 度の リ ン 脂 質特有の N 状封入体を認

め た 。 また こ の 物質 の 卵管内腟へ の 分泌 は メ ロ ク

リ ン 様 式で あ っ た。 phosphin 　E に よる特異染色

で は ， 排 卵期 に 著 し く卵管峡部か ら采 部に か け て

粘膜上 皮細 胞ならび に 粘液中 に 散在性 に 顆粒状構

造物を認めた 。 卵管 内洗浄液の 薄 層 ク ロ マ トでは ，

韮非身β期 ｝こ phosphatidylcolir 】e （PC ）　カ1　64 ．5　：ヒ

7 ％ （M ± SD ，　 n ； 4 ）と最 も多か っ た 。 また卵

管内洗浄液中の リ ン 脂質分析で も卵胞 期後期 （n

＝ ・　10 ）な らび に 黄体期前期 （n ＝ 12 ）の 各総 洗浄

液中 の PC は ， 41．6％ ， 54．9 ％ ，sphingomyelin

は 2LO ％ ，
18．1 ％ と排卵期に 多 く認め た 。 また

SP は 形態学的に acrosome 　 reaction を促進す

る こ とも認め た。 【結論 】 ヒ ト卵管粘膜上 皮細胞

お よ び 卵管粘液中に 存在す る SP
．
は表面活性物質

と推 定 され卵管粘膜上 皮細胞 な らび に 卵管内 の 内

部環境を構成 し卵管の 生 殖生理 機能を保持す る た

めの 重要 な役割を演 じて い る もの と考 え る。
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